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研究成果の概要（和文）：子どもの学習意欲の低さが問題となっているが、解決する第一歩は子ども理解を深め
ることである。その試みの一つに「恵那の生活綴方教育」がある。それは作品分析を通じて、子ども理解を深め
るものであった。また子どもにとっては、表現を通じて自らの生活を見つめ、生き方を考える役割を果たした。
石田和男は、生活綴方教育の意義を探究し、発展させた。本研究は、彼の教育思想に着目することを通じて、子
どもの学習意欲と生きる力の関係を検討した。
　さらに、生活綴方教育の発想と共通性を持つ世界の教育実践を検討するためにフレネ教育実験中等学校の調査
を行った。この調査で、子どもへの表現の自由の保障が、学習を促進することを確認した。

研究成果の概要（英文）：Recently teachers and parents have been worried about less eagerness for 
learning between some of children. We recognize that solution of this problem is to deepen our 
understanding of children as a first step. Our research was focus on education of writing about life
 in Ena in Gifu prefecture. Education of writing about life in Ena was that teachers tried to 
understand children through their expressions. Moreover, children stared at their own lives and 
thought about their ways of living through writing about their lives. Kazuo Ishida who was a leader 
of teachers in Ena searched for the meaning of education of writing about life and built up it. 
Research on his practice and thought of education help us to understand relationship between 
eagerness for learning and willingness for life of children.
 In addition, we made a research tour to Freinet education system that attaches importance to 
individual expressions. In this research we observed freedom of expressions promoted learning. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 生活綴方教育の現代的意義と可能性 
①「学力低下」論をひきがねにした「新教育」
批判がおきた 1950 年代初頭、無着成恭『山
びこ学校』によって復興した生活綴方教育は
大きな反響を呼び、生活記録運動など社会教
育にも広がった。しかし、大田堯は「『山び
こ学校』よりも恵那の方がすごいのです」と
述懐している（日本教育学会『「戦後教育学
の遺産」の記録』2013 年）。『山びこ学校』
が社会的反響を呼んだ同時期、岐阜県恵那で
は若き小学校教師、石田和男による『夜明け
の子ら ：生活版画と綴方集』が刊行された。
戦後の生活綴方教育運動の全国的なスター
トとなる第 1 回作文教育全国集会も恵那で
開催された。大田堯、勝田守一ら教育学者は
恵那を訪れ、戦後教育学の展開に恵那の教育
は大きな影響を与えた。しかしながら戦後教
育史の中で、恵那の生活綴方教育のもつ意味
が十分に位置づけられているとは言えない。
また当地に残されている膨大な資料も公刊
されずに残されている。 
②1960 年代、「科学と教育の結合」の論理に
よって系統的教科教育が主流になると、恵那
でも生活綴方教育は後退した。しかし、高度
経済成長を経た 1970 年前後、子どもの生活
の激変のなか、系統学習による知識の生活的
文脈の欠落が問われるようになった。そうし
た中、恵那では戦後直後初期の実践とは異な
る新たな生活綴方教育が展開していく。この
時期、恵那の生活綴方教育の創造的展開を中
心的に担ったのも石田和男である。その石田
に学びながら恵那の生活綴方教育の担い手
となっていった丹羽徳子の実践記録『明日に
むかって』（草土文化）は、1980 年代に全国
的に注目され、多くの研究者、教師が再び恵
那を訪れるようになった。しかし、1990 年
代以降、恵那の教育の発展、継承が困難にな
り、今では恵那の教育が忘れさられようとし
ている。 
③日本の戦後教育史のなかで生活綴方教育
がどのように展開し、困難におちいったのか。
今日の子ども・若者の学びへの意欲が見えに
くい現状と、その経緯がどのように結びつい
ているのか。恵那の生活綴方教育に即して、
それらを明らかにし、生活綴方教育がこれか
らの教育を展望する上で、いかなる課題を提
起しうるのか検討してみる必要がある。当事
者が存命のうちに、資料整理とともに聞き取
り調査をおこない、戦後教育史のなかでの
「恵那の教育」の位置づけと意味を明らかに
する研究が急務となっている。 
(2)石田和男は、「恵那の教育」をリードした
重要な理論家であり実践家である。石田の論
文や発言は、恵那のみならず日本の教育実践
や教育運動に大きな影響を与えてきた。一方、
恵那地域の教師集団としての実践の高まり
を重視した石田には、多数の論文･著書のほ
かにも、集団討議の素材として供するために、
筆名や事実上無署名の著述・発言が多くある。

これらを確定し、その全体像を明らかにする
作業は、恵那の教育と生活綴方の現代的意義
を明らかにする上で、不可欠のものであるが、
高齢である石田からの聞き取りは急がなけ
ればならない。これらを含めて石田の業績を
集約整理し検討する必要がある。 
(3)近年諸外国の教育実践・教育研究もいじめ、
怠学、自己否定感など Child Problemへの対
応に「子どもの声を聴く」ことへの関心が高
まっており、教師の力量の重要な要素として
位置づけられている。この動向を反映して、
子どもの「物語」と学校の「物語」の緊張関
係と相互理解の契機を探ろうとしている
Narrative Inquiry(J.D.クランディニン)や子
どもの想像力や物語を学習の原動力と見な
してその表現を励まそうとする Imaginative 
Education（K.イーガン）、自由作文などを通
して自己・他者理解を深めようとするフレネ
学校での実践等の研究も進んでいる。これら
の研究と実践に、我々共同研究グループは、
生活綴方教育との共通点を見出しながらも、
双方に共通する言語・概念の形成には至って
いないのが現状である。この点で本研究には
生活綴方教育の可能性が、国際的に認知され
る端緒を開くことが求められている。 
 
２．研究の目的 
戦後の「恵那の生活綴方教育」の中心的担い
手であった石田和男のこども論・教育論を総
括的に検討し、以下の研究課題を探求する。 
(1)「学習意欲の低さ」や「いじめ問題」が深
刻となっている中、生活の事実と学習を結び
つけ本音で話し合うことを追求する生活綴
方教育の現代的意義と可能性を明らかにす
る。 
(2)岐阜県恵那地域の生活綴方教育の理論的
支柱であった石田和男の著述・発言を収集し、
その実践と理論の軌跡を明らかにし、生活綴
方教育の発展にどう貢献を果たしたかを検
討する。 
(3)生活綴方教育の現代的意義に照応する世
界の教育実践・思想を比較することによって
その独自性と普遍性とは何かを明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
（1）石田和男の著書、論文、講演記録等を
収集・整理して、それらを網羅した著作リス
トを作成するとともに、著作・論文等を分析
し、石田和男の教育思想を検討した。 
 
（2）上記の研究方法をもとに、現代におけ
る生活綴方教育の意義を検討し、生活綴方教
育が「子ども理解」という臨床教育学のルー
ツの一つであるということを確認した。 
 
（3）石田の教育思想のなかでも、重要な位
置づけが与えられている「子どもの自由な表
現」、「学びの協同化」「教師の専門性」の意
味を探究するとともに、それらが国際的な教



育実践の中でどのように位置づけられてい
るのかを確かめるために、フランスにおける
フレネ中等教育実験プログラムとフィンラ
ンドにおける近年のカリキュラム改革の実
態を調査した。 
 
４．研究成果 
(1)研究代表者の佐藤隆は、戦後日本の教育
のなかで生活綴方教育がどのような役割を
果たしてきたのかを教育実践史として明ら
かにした。また、高度成長期に国民教育運動
が「学力保障」論に傾斜していったのに対し
て、それとは異なる方向を目指した恵那の運
動と教育実践を分析した。さらに、生活綴方
教育の原点でもあり、現代における教育諸課
題へのアプローチの鍵となる「子どもの声を
聴く」ことの意義と、教師の専門職性の関係
を､国内外の取り組みから検討した。また、
フランスを中心とするフレネ教育は、子ど
も・若者の自己表現を励まし、それを通じて
子ども・若者の自己認識と関係づくりに取り
組んでいる。この取り組みを調査・検討した
結果、教師たちの協働が教育実践を支える基
盤として構想されており、その相互浸透性に
ついての研究は教育実践概念を拡張・富裕化
させるうえで重要であることを確認した。 
  
(2) 森田道雄は、石田をはじめとする恵那の
教師たちからの聞き取りを重ね、恵那の教育
実践を総合的に研究した。とりわけ 50 年代
の恵那教育会議の特質が、60 年代～90 年代
の教育実践の基盤となっていることを明ら
かにし、「恵那の教育」とよばれて、この地
の教育実践が全国的に認知されるのは 1970 
年代ではあるが、子どもの生活とそこに生ま
れる表現を重視した生活綴方教育を軸とし
た教師集団による教育実践は 50 年代から展
開されていたと結論した。さらに、地域の名
を冠する集団的教育実践が長期にわたって
展開された事例は、日本の教育実践史上ほと
んど類を見ないことを確認した。 
 
(3) 佐貫浩は、本研究課題のなかでは、戦後
の「恵那の生活綴方教育」の担い手の一人で
あった石田和男の著述・発言の収集を中心的
に担い、石田が生活綴方教育の発展にどう貢
献したのかを検討した。その結果、石田は
1950 年代から 60 年代にかけては組合運動
のリーダーとして「転換の方針」と名づけた
運動方針の下で恵那の教師達に「自由論議」
の重要さを説き、また 70 年代以降は、生活
綴方教育の発展のための理論的問題提起を
行い、それを恵那の教師達の「共同の事業」
として進める必要性を訴えたことを明らか
にした。この点で、石田和男という希有な実
践家・理論家抜きに「恵那の教育」を語るこ
とはできないことを再確認した。 
 
(4) 片岡洋子は、生活綴方研究を土台にした
教育実践研究や、子どもの人間関係の不自由

さに言及しつつ教師やおとながどのように
かかわるべきかを検討した。とりわけ本課題
研究のなかでは現代社会における若者の自
己肯定感の低さと、自身の生活上の問題を綴
り語り合う経験や文化としての「生活綴方」
の欠如がどう関係しているかを明らかにす
ることを目的として①表現と語り合いが時
代によってどう変容したか、②生活綴方教育
における「自由」とは何か、に着目して分析
することを通して、子ども青年の生きづらさ
をどう解きほぐしていくのかという課題に
応えようとした。 
 
(5)研究代表者並びに研究分担者の各自の本
課題研究における成果は以上の内容である
が、共同研究の直接的な成果として、上記メ
ンバーが中心となって作業にあたった『石田
和男教育著作集』全 4巻（石田和男教育著作
集編集委員会編、花伝社）を刊行することが
できた。 
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